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§１．研究開発実施体制  
（１） 石川正俊 グループ（東京大学） 

①  研究開発代表者：石川 正俊（東京大学 情報基盤センター、特任教授） 

②  研究項目 

・高速３次元形状計測に向けた構造化光パターンの開発 

・ユーザーとのインタラクションが可能な能動計測戦略の検討 

・高速駆動光学系の動特性に対応した計測精度向上戦略の検討 

・ダイナミックプロジェクションマッピングによるテクスチャとダイナミクスの再現手法の開発 

 

§２．研究開発成果の概要  

本格研究期間における多次元デジタルツインの構築に必要となる計測および情報統合処理の

足掛かりとして、本研究の探索研究期間では時間軸を含めた動的デジタルツインの計測と再構築

を目指している．動的対象を計測および再構築するためには、対象のダイナミクスに応じたセンシ

ングおよびディスプレイ技術の確立が必須の項目である． 

そこで動的デジタルツインの計測に向けて、以前より理論の体系化および知財化を進めていた

高速３次元形状計測を実現する構造化光パターンおよび解析アルゴリズムの応用を念頭に、高速

３次元形状計測の高密度化を実現した．さらに今年度の研究開発では３次元形状とテクスチャ情

報を高速同時取得する手法の開発を進めている． 

また、３次元形状およびテクスチャを取得するこれらの基盤技術を動的な対象に応じて能動的に

制御し、システム性能を最大化するため、高速ロボットと高速光学系の設計検討に着手した．特に、

ユーザーを中心としたインタラクションが可能な能動計測システムの構築、および視線と焦点を主と

する高速駆動光学系とその校正戦略の設計を行った． 

さらに、動的対象を高速計測しながら計測値に応じたプロジェクションマッピングを施すダイナミ

ックプロジェクションマッピングの技術と人間の知覚特性を利用することで、テクスチャだけでなくダ

イナミクスを仮想的に再現するシステムを実現し、研究計画では探索研究期間後期に予定してい

たデジタルツインの再構築に関して計画以上の進展が見られた． 
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